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となったという。また、教育現場での普及には『大日本教育会雑誌』第 169～171 号（1895 年 9～11
月）に掲載された長谷川乙彦「個性と教育」 が大きな役割を果たしていた。このように、｢個性」と
いう言葉は日本独自に生まれたものではなく、欧米から輸入された概念である。 
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集めたのは、中曽根康弘内閣によって 1984 年 8 月 7 日に成立、翌日公布、21 日施行の、首相直属の
諮問機関である臨時教育審議会（以下臨教審）であろう。臨教審は 3 年間の任期中 4 つの答申を提出
している。1985 年 6 月の臨時教育審議会第一次答申では「個性重視の原則」が打ち出され（宮本、
2005、p3）1986 年の 4 月 23 日の「教育改革に関する第二次答申」では、旧教育基本法の第一条に規
定されている教育の目的としての「人格の完成」から「個人の尊厳、個性の尊重、自由・自律・自己
責任、人間の心の重要性の必要性を導き出しているという。(市川、2009)10宮本（2005）は、その後
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図１ 村井実『新・教育学「こと
始め」』東洋館 2008 p.43 
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は、測定文化（educational measurement culture）や学習文化（learning culture）といった文化33の
影響を指摘している。測定文化は、教育のインプットとアウトプットの関係性の数値化をより洗練し
ていくことが、教育の専門性を高めるという考えに基づいており、教育的な成果の測定への関心
（Interest in the measurement of educational outcomes）の高まりや、教育をエヴィデンスに基づ
いた（Evidence-based）ものとして行おうとする動きなどにあらわれている。ビースタはこれについ









                                                          










34 Gert J. J. Biesta. “What Is Education For?” Good Education in Age of Measurement: Ethics, Politics, 
























に手立てとして、ビースタは教育の 3 つの機能を挙げている。 






                                                                                                                                                                  
に対して挑戦をする。そして、精神（mind）を、｢分割した存在ではなく、人間の行為の機能であり、その行為は
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